
Ｊ
Ｒ
東
海
な
ど
３
者

﹁
環
境
配
慮
コ
ン
ク

リ

ト
﹂を
開
発

刺
激
剤
に
水
酸

化
ア
ル
ミ
活
用

　
東
海
旅
客
鉄
道
︵
Ｊ
Ｒ

東
海
︶
と
大
成
建
設

相

模
原
市
は

日

新
幹
線

車
両
や
ア
ル
ミ
製
品
製
造

時
に
発
生
す
る
副
産
物
の

水
酸
化
ア
ル
ミ
を
刺
激
剤

と
し
た
環
境
配
慮
コ
ン
ク

リ

ト
を
開
発
し
た
と
発

表
し
た

今
回
の
取
り
組

み
に
よ
り
天
然
資
源
の
使

用
量

Ｃ
Ｏ

排
出
量


最
終
処
分
場
埋
立
量
を
削

減
で
き
る
道
路
用
建
材
の

試
作
品
開
発
に
成
功

今

後
は
製
品
化
に
向
け
て
耐

久
性
な
ど
を
検
証
す
る
と

と
も
に

街
づ
く
り
へ
の

製
品
活
用
法
を
検
討
し
て

い
く
考
え


　
中
央
新
幹
線
神
奈
川
県

駅
︵
仮
称
︶
を
設
置
す
る

相
模
原
市
で
は

従
来
か

ら
ご
み
の
減
量
化
・
資
源

化
を
推
進
し
て
お
り

市

内
で
発
生
し
た
ご
み
の
処

理
過
程
で
生
成
す
る
溶
融

ス
ラ
グ
を
公
共
工
事
に
有

効
利
用
す
る
こ
と
で

最

終
処
分
場
の
延
命
化
に
取

り
組
ん
で
い
た

Ｊ
Ｒ
東

海
は
相
模
原
市

神
奈
川

県
と
の
連
携
協
力
協
定
に

基
づ
き

イ
ノ
ベ

シ


ン
創
出
促
進
拠
点
﹁
Ｆ
Ｕ

Ｎ
＋
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
　
Ｌ
Ａ
Ｂ

Ｏ
﹂︵
Ｆ
ラ
ボ
︶
を
神
奈

川
県
駅
付
近
で
運
営
し
て

お
り

大
成
建
設
は
Ｆ
ラ

ボ
の
オ
フ

ス
利
用
企
業

の
一
つ
だ

た

今
回


Ｆ
ラ
ボ
を
通
じ
て
協
議
が

進
み

３
者
共
同
で
の
環

境
配
慮
コ
ン
ク
リ

ト
の

開
発
に
踏
み
切

た


　
従
来
の
コ
ン
ク
リ

ト

の
原
材
料
で
あ
る
天
然
砂

に
代
え
て
溶
融
ス
ラ
グ
を

活
用
し
て
い
る
ほ
か

新

幹
線
車
両
や
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
製
品
製
造
時
の
副
産
物

を
刺
激
剤
と
し
て
利
用
し

た

こ
れ
に
よ
り
従
来
の

コ
ン
ク
リ

ト
と
同
等
の

強
度
と
作
業
性
を
確
保
し

つ
つ

従
来
の
コ
ン
ク
リ


ト
と
比
較
し
て
Ｃ
Ｏ


排
出
量
を
約

％
削
減


副
産
物
利
用
量
を
約
８
倍

に
拡
大
し
た

今
回
の
水

酸
化
ア
ル
ミ
な
ど
の
供
給

は

新
幹
線
再
生
ア
ル
ミ

で
Ｊ
Ｒ
東
海
に
協
力
し
て

い
る
ア
ル
ミ
プ
ロ
フ

イ

ル
大
手
Ｓ
Ｕ
Ｓ
や
日
本
車

両
製
造

ア
ル
ハ
イ
テ


ク
が
協
力
し
て
い
る

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